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自民党大会で「新憲法草案」を決定


―

　　36

自民党は10月22日、結党50年の党大会を開き、「新憲法草案」を正式に決定しました。また、「新しい憲法の制定を」をトップに据えた新綱領を採択しました。憲法会議はただちに、自民党の「新憲法草案」に抗議するとともに、学習・宣伝と共同を広げる運動を本格的に展開することをよびかけるアピールを発表しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　

憲法会議が拡大常幹会議
　憲法会議は、自民党大会を前にした11月20日、拡大常任幹事会をひらき、新たな段階に入った憲法改悪とのたたかいについて協議しました。

会議では、まず横田力・担当常任幹事（都留文科大学教授）が「自民党『新憲法草案』の検討」と題する報告、つづいて、川村俊夫・事務局長が憲法改悪をめぐる情勢と運動の方向についての報告をおこないました。

討論のなかでは、９条と他の改憲条文案との関係、徴兵制など改憲案についての理解を深めあうとともに、今後の学習運動の進め方、憲法会議の独自活動と「九条の会」などの共同を広げるうえでの憲法会議の役割、憲法会議の組織強化の方向やそれぞれが運動の中で直面している問題について意見交
	　《シンポジウム》

憲法・靖国と歴史の見方

◇日時　12月17日　13:30~

◇会場　ラパスホール（大塚駅より徒歩７分、東京地評会館）

◇報告者

　糸井　玲子（キリスト者平和ネット）

　隅野　隆徳（専修大学名誉教授）

　山田　　朗（明治大学教授）

◇参加費　500円

◇主催　「建国記念の日」に反対し思想・信教の自由を守る連絡会(憲法会議、歴史団体等)


換しました。

会議では、これらの討論を踏まえた川村事務局長のまとめを確認するとともに、自民党大会に向けて発表するアピールの内容を確認しました。
自民党大会に抗議の緊急集会
憲法会議、許すな！憲法改悪・市民連絡会などが事務局団体となっている「５・３憲法集会実行委員会」は、自民党大会が開かれた11月22日、「自民党新憲法案に抗議！緊急集会」を開き140人が参加しました。

集会では、渡辺治・一橋大学教授が自民党改憲案の問題点についての報告をおこないました。つづいて共産党の小池晃参院議員、社民党の保坂展人衆議院議員が党を代表して国会報告をし、共産党の紙智子参院議員、福島みずほ参院議員が紹介されました。また、実行委員会に参加する各団体から、憲法改悪に反対する決意を込めた報告がおこなわれました。

ブックレット１万６千部突破

　憲法会議が発行したブックレット『自民党「新憲法草案」は日本をどこに導くか』は好評をもって迎えられ、11月10日いらいの２週間余で活用部数が１万6000部を超えました。分かりやすいうえに必要なことがらを網羅しているというのが好評の原因で、50部、100部を注文してきたところから追加の注文が寄せられていることも特徴です。

　すでに新婦人、岩手、東京、神奈川、長野、大阪などは1000部を超える活用がはかられています。

　事務局では学習運動を職場・地域に広げる武器として、また憲法運動の担い手をつくるために、さらに積極的な活用をよびかけています。

	自民党・新綱領

　　　（憲法・教育基本法部分抜粋）
　一、新しい憲法の制定を

　私たちは近い将来、自立した国民意識のもとで新しい憲法が制定されるよう、国民合意の形成に努めます。そのため、党内害の実質的論議が進展するよう努めます。

　一、高い志をもった日本人を

　私たちは、国民一人ひとりが、人間としての普遍的規範を身につけ、社会の基本となる絆を大切に、国を愛し、地域を愛し、共に支えあうという強い自覚が共有できるように努めます。そのために教育基本法を改正するとともに、教育に対して惜しみなく資源を配分し、日本人に生まれたことに誇りがもてる、国際感覚豊かな志高い日本人を育む教育をめざします。


千葉憲法会議が40周年記念集会

　千葉県憲法会議も今年、創立40周年になります。そのためこれを記念して12月３日午後、千葉県教育会館で創立40周年記念集会「憲法と私たちのいのち・くらし・平和」を開きます。

　第１部は宇佐美優子さんのエレクトーン演奏。第２部は、杉原泰雄・一橋大学名誉教授が「現在における憲法９条の意味」と題して記念講演します。
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学習と共同を広げる運動大きく














